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一般活動レポート

一般活動レポート

第5ブロック代表　チェルシー・スリュク

第1ブロック代表　アン・スラテリー

会長　セラ・リネカー

ウェッブマスター　マーティン・ナッシュ

はじめに

このレポートはこの６ヶ月間の活動をまとめ、これからの計画を知らせるものです。AJETの活動と計画についてCLAIR及び三省のご意見をお願いします。

AJETアワード

今年度も立派な都道府県別支部の活動、そして皆に貢献するJET参加者を対象にAJETアワードプログラムを実施しました。今回の受賞者を以下発表します。

・活躍賞：北海道支部

英語キャンプなど数多くの国際テーマのイベントやチャリティー、評判のいいホームページとニュースレター、そして多くのJET参加者の役に立つ出版物。

・上達賞：長野県支部

JET参加者サポート制度を変更。入会金を無くし、ニュースレターを導入、国際イベントを増加。テレビで放映したクリスマスイベント。沢山の地域の人が参加したバラエティーショーを開催。

・ニューズレター賞：長野県支部の「山ゴミ」

長野県内JET参加者に渡されるニュースレター。JETの生活、美術、旅行情報、意見を述べた社説などがのせられます。内容は面白いし有意義なので、広く読まれています。

・ホームページ・ネットコミュニティー賞：愛知県支部

ニュースや為替情報などの有意義な内容。レッスンプランのデータベース、ニュースレターへのリンク、フォーラムを提供しています。このフォーラムはよく利用され、多くの人の役に立っています。

・チャリティーイベント賞：熊本県支部のバレンタインデートオークション・PEPYボーリング

・スポーツイベント賞：徳島県支部のタッチラグビー大会

スポーツを通して県と県の関係を深くします。

・地域コミュニティーイベント賞：宮城県支部の美術文化祭

地域の人と外国人をあわせて500人も参加しました。美術を共通語にし、色々な生活スタイルや外国人と日本人の共通点を展示しました。芸術展示、文化発表、パフォーマンスなどがありました。

・複数県参加イベント賞：長野県支部のサッカー大会

日本人、JET参加者、民間ALTを合わせて数百人がチームを作り、様々な県から集まります。

個人活動賞：

ダレン・ビッグズ；　ヒュー・ブルア；　ケリー・ボレン；　トラビス・ハーパー；　マーティン・ジョンズ；　スジー・リー；　セラ・リネカー；　アリソン・マクドナルド；　ウィリアム・マクドナルド；　マーサー・マッキノン；　チェケル・マポニャ；　ブレンダ・マキーニ；　デザレー・マーサー；　ダニエル・ミック；　ケント・モリエン；　エプリル・モーリー；　トリ・ピント；　ベンジャミン・レーベン；　アレーナ・ライリー；　セラ・ライヤ；　シェラル・シャーランド；　マイク・シュ；　オードリ・タバーレス；　ルーク・ウィーヴァズ。　

AJETピア・サポート・グループ

今年、新しいリーダーシップチーム登場、新しいボランティア研修導入、ボランティア数上昇、データ登録対象拡大などの変化がありました。事件の緊急度を０から４までと評価するようになりました（図２参照）。それに加えて、資料をデジタル化したことで、より多くの人に知ってもらい、誰もが利用できるようにこれからウェブサイトに提供していきます。この作業は2009年６月までに終了する見込みです。利用できるサポートサービスをこれまで以上に利用し、そしてその意識を高めることを意図しています。

図１で見られるように、新規JET参加者が来日する８月に 件数が激増します。 図2は情報提供（0度）と重度の苦痛（3度）の件は前の月々より多かったです。8月に多かった用件は情報とサポートで、内容は睡眠、食事、ストレス、孤独などが多かったです。PAに相談した利用者の人数（12／33人）は、知識不足か臆病が既存のサポートサービスの不十分な利用につながることを指摘します。命に関わる問題になるのを防ぐ為に、問題が深刻化する前にこのサービスの利用数が増えるのを願っています。
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再契約研修会の中止は、ボランティア研修の質、そして一般的な効率には非常に大きな影響を及ぼしています。ボランティアが全員集まった再契約研修会での研修が出来なくなった為、新しい研修方法が必要となりました。新しい方法ではAJETピア・サポート・グループ・コーディネーターは多数の研修を行う為に色々な場所へ移動しなければなりません。全てのボランティアはこの新しい研修に参加出来るわけではありません。参加出来ないボランティアの研修をスカイプで行います。新しい方法では研修時間を長くすることが出来ましたが、以前のようなボランティア・コミュニティー意識を作る事は出来ませんでした。再契約研修会を行った時の費用は７万円でした。今年の費用は４１万８３０円にもなりました。

JETエフェクト

AJETの新しい地域への関わり振興プロジェクトは今年開始しました。草の根国際化プロジェクトのやる気を起こし、地域の人にJET参加者の活動を知らせる事を目的とし、毎月、JET参加者の地域への関わりプロジェクトについての記事を発表します。開始以来、四つのプロジェクトが選ばれ、AJETホームページで英語でも日本語でも読む事が出来ます。今まで、高校生とALTの観光センターのために町についてのパンフレット作成、ALTが開いた日本人英語指導員のための英語での時事ワークショップ、インターナショナル・フェスティヴァル、孤児院訪問ボランティア・プログラムなどのプロジェクトが紹介されています。記事はプロジェクトの色々な取り組みを紹介します。最も大事なのは、このようなプロジェクトを行うためには何が必要かを知らせることです。JET参加者に地域との関わりと草の根国際化に興味をもたせられると思われます。

来日直後オリエンテーション

今年の夏、1929名の新規契約JET参加者が来日しました。以前と同じく、AJET役員は来日直後オリエンテーション運営協力者(TOA)として活躍する事が出来ました。A日程に１０人、B日程に７人、C日程に１人が派遣されました。TOAとして参加するとAJETの費用負担が減りました。来日直後オリエンテーションは大成功でした。1579人がAJETに加入し、およそ１２００人がAJET情報フェアに出席しました。誠に感謝しております。

A日程とB日程のAJET分科会では１３のワークショップを開きました。ほとんどの発表者はTOAでしたが、全国語学教育学会（JALT）とJETプログラム同窓会（JETAA）の代表者も発表してくれました。各ワークショップの終わりに出席者はアンケートでワークショップの良さを１（役立たず）−４（役立った）で評価しました。記入したアンケート枚数は632枚でした。

図３

今年の来日直後オリエンテーションの準備における大きな変化はTOA計画会議の変化でした。今までオリエンテーションを実施する前に、AJET役員はTOAと協力し、AJETのワークショップ計画を立てられました。今年、全ての準備を実際会った事のないボランティアとメールですることになりました。その結果、予期しない問題がいくつか起きました。メールでのボランティア募集は実際に会ってする時より大変でした。そして、多くのTOAに会った事がなかった為、適任だと思われる発表者を選ぶのは無理でした。また、TOA名簿を渡されるのが遅くなった為、ワークショップの計画を立てる時間が短くなりました。多くのボランティアは、一緒に発表する人と会わずにワークショップの計画を立てなければならないのが大変だったそうです。AJET役員はその問題を解決するには多くの時間を費やさなければなりませんでした。

AJETオンライン

Ajet.net改善

AJETホームページのいくつかの変化と改善をしました。AJETの地域的全国的なイベント予定を知らせる為、カレンダーを表示し始めました。来日直後オリエンテーションのワークショップで配った資料をホームページに載せ、アクセスしやすくしました。CLAIRのワークショップで配った資料へのリンクも貼りました。「AJETについて」の最新情報提供と翻訳作業をし始め、英語・日本語・中国語への翻訳は2009年4月のオリエンテーションまでに終わる見込みです。新規会員登録手続きを改良し、メールマガジンを全ての会員に送るように変えました。その結果、AJETと会員との連絡がとりやすくなり、役に立つ情報にもアクセスしやすくなりました。

いじめレポートのフォローアップ

昨年１２月の意見交換会でのいじめについての会談に応じ、文部科学省はAJETに四つのいじめについての書類を提供してくれました。これらの書類を英語に訳し、AJETホームページにアップロードしました。

AJETフェイスブック

AJETはソーシャル・ネットワーク・サイトのフェイスブックでの活動を増やしています。多くのJET参加者はAJETホームページを頻繁にアクセスしないが、フェイスブックをよくアクセスしているようです。フェイスブックを利用することで、AJETの評判を上げ、ajet.netへのアクセス数をあげようとしています。

出版物

最新出版物の「Planet Eigo」が成功した事をうれしく思っています。ALTにとっての有用であるなどの良い評判を受けています。そして今年の来日直後オリエンテーションで発売されました。新規JET参加者には、「Planet Eigo」の使いやすさとそのまますぐに使えるアクティビティが好評でした。ティームティーチング、習得理論、カリキュラム、レッスンプランなどの役に立つ資料は成功に貢献しました。2008年の来日直後オリエンテーションで６２６冊が売れました。去年、新規JET参加者の29.2％が買ったのに対し、今年買った人数は23.5％でした。

全国語学教育学会（JALT）

６月２１日の「中山道英語学会」に携わりました。AJETは学会のスポンサーで、AJET副会長ジェ二ファー・パークが企画委員を務め、他のJET参加者とスタフとして活躍しました。エイプリル・モーリーは、今年５月の意見交換会で挙げられた点について発表し、パネル会談でAJETの代表を務めました。

１０月３１日から１１月３日の間、東京で行われた第34回全国語学教育学会国際大会／教材展示会に出席しました。会長セラ・リネカー、副会長ジェニファー・パーク、教育渉外係アン・スラテリーの三人がAJETの代表として参加し、プラネット英語を中心として「JTEとJETを教材を通してサポートする」を発表しました。AJET情報を展示し、パネル会談に参加しました。

今年、AJETがJALT大会で発表したのは初めてでした。これはAJETとJALTとの関係が強くなっている証拠です。JET参加者、特にALTの役に立てるような団体との関係を深める重要な機会でした。

AJET都道府県別支部のハイライト

様々な活動やイベントを通して草の根国際化を進めているAJET都道府県別支部やAJET専門部があります。いくつかのその活動の例を挙げます。

秋田県

秋田国際相撲場所：秋田県の学問・国際政策部と秋田市相撲協会の協力とJET参加者。このチャリティーイベントで集めた全てのお金を非利益団体ルーム・トゥ・リードの東南アジア図書館建設に寄付しました。

青森県

JETカルチャー・デー：１００名のJET参加者が集まって「一日の日本文化学習」。JET参加者が英語で日本文化とふれあうユニークな機会です。AJETの提供で、国際関係課は青森、青森での生活、日本料理、空手、相撲、太鼓、芸術などのワークショップを開きます。

東北雑学ウィークエンド：十和田湖会場。岩手、秋田、北海道からの参加者。チームに別れ、歴史、最近のニュース、ポップカルチャー、ファッション、スポーツ、音楽などについて質問に答える雑学大会です。チームはJET参加者と地域の日本人から成ります。交流会としてのこのイベントは大成功でした。

福井県

孤児院訪問と運動会：毎月二時間の訪問で始まりました。孤児達との一対一国際交流を目的とします。JET参加者の興味が深くなるにつれて、イベントが大きくなっています。福井県の他の孤児院でも同じようなイベントを開くことになっています。１０月中旬に国際運動会とバーベキューをしました。今後は、遠足をしたり、孤児達に誕生日プレゼントをしたりするように発展して行きたいです。

岐阜県

岐阜ワールド祭：AJET岐阜支部と岐阜青年団が開催。日本と外国との関係を中心として、音楽、ゲーム、スピーチ、踊り、料理を楽しむイベントです。３０名以上のJET参加者を含め、ボランティア達が異文化についての発表やブースを計画しました。約３５０名が参加しました。

北海道

北海道英語チャレンジ：生徒の英語を話す力を向上させること、生徒とALTとの交流を目的とします。英語圏でのホームステイやHEC英語サマーキャンプに無料で参加出来る権利が与えられます。

岩見沢国際ミニーフェスティヴァル：２０名のJET参加者を含むボランティア達が出身国についての発表、アクティビティ、料理を紹介し、３００名以上の地域の人々を集めました。

奈良県

JETnetと呼ばれるよく組織されたJET参加者団体が活躍しています。６０名以上の県内JET参加者のほとんどが加入しています。年に３・４回集まり、国際的なイベントを催します。最近第２３回目のイベントの国際芸術祭を開きました。５０名以上の県内JET参加者が絵、写真、パフォーマンスといった様々な外国文化について発表しました。４００名以上の年齢と経験の異なった地域の住民が集まりました。

滋賀県

JET参加者と地域の住民が二日間の琵琶湖一周サイクリングをしました。

琵琶湖沿岸のゴミ拾いをして琵琶湖の浄化を行いました。

富山県

チャリティー・バラエティ・ショー：毎年、地域の住民とJET参加者が、日本と西洋の文化を中心にして出演します。集めたお金を全額地域の孤児院（富山市愛育園）、全国のチャリティー（セカンドハーベスト）、そして国際チャリティー（ヘファーインターナショナル）に寄付しています。

専門部と国別支部のハイライト

BEEサイクリングツアー

環境にやさしい生活と維持可能性の教育を目的とした二ヶ月の日本列島端から端までのサイクリングツアーを行いました。

JETクリスチャンSIG

他のキリスト教団体と協力し、南本州地方キャンプを計画しています。

PEPYグループ

今年の冬、カンボジアを対象に二つのグループを派遣します。一つはPEPYグループのへき地学校でのボランティア活動で、もう一つは田舎でのサイクリングツアーです。

日本での生活に関わる環境問題や環境保護行為についての発表を作成しました。この発表はいくつかのJET都道府県オリエンテーションでも利用されています。

質問

1. AJET全国役員会の活動について、ご質問があれば尋ねて下さい。

2. JETエフェクトをプロモートすることに協力をお願いしたいです。この情報をより広く、特にJET参加者以外の人に読まれるためにご協力をお願いします。

3. 将来、来日直後オリエンテーションのボランティア研修を事前に行う予定ですか。もし予定していなければ、今年起った問題が再び起こらないように、ワークショップで発表しないTOAの名簿をもっと早く渡していただけますか。

4. 必要とする情報を集めるのと興味の無い人が発表希望のチェック欄にチェックを入れないようにする為に、TOA申込書のAJETワークショップ欄の作成に関わる事が出来ますか。もし可能なら、どのような手続きをすればいいですか。

5. TOAの合格書類の中にAJETのワークショップについての書類を含めてもよろしいですか。

6. 将来のJALT大会に参加する場合、AJETに発表要請をする事がありますか。
AJET・CLAIR・文部科学省・外務省・総務省意見交換会


2008年11月17～18日


